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(57)【要約】
　本発明は、基地局及びユーザ装置において、要素キャ
リアのアグリゲーションが適用される電気通信システム
での通信のために、上りリンク送信タイミング補正を決
定するための方法及び装置に関する。基地局は、上りリ
ンク（ＵＬ）要素キャリアでユーザ装置から信号を受信
し、その信号の到来時間を測定する。信号の到来時間に
基づいて、ＵＬ送信タイミングのタイミング補正が決定
される。その後すぐ、基地局は、ユーザ装置により使用
されている上りリンク要素キャリアのいずれに対してタ
イミング補正が有効であるかを決定する。タイミング補
正と有効性情報は、ユーザ装置へ送信される。ユーザ装
置は、タイミング補正が有効であるＵＬ要素キャリアの
それぞれに対して、ＵＬ送信タイミングを調整する。
【選択図】　図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　要素キャリアのアグリゲーションを適用する電気通信システムにおける通信のための上
りリンク送信タイミング補正を決定するための基地局（６００）における方法であって、
　ユーザ装置（７００）から選択された上りリンク要素キャリア上で信号を受信するステ
ップ（５０）と、
　前記受信信号の到来時間を測定するステップ（５１）と、
　測定された前記到来時間に基づいて、前記上りリンク送信タイミングのタイミング補正
を決定するステップ（５２）と、
　前記ユーザ装置により使用される前記上りリンク要素キャリアのいずれに対して、決定
された前記タイミング補正が有効であるかを決定するステップ（５３）と、
　前記タイミング補正と前記上りリンク要素キャリアのいずれに対して前記タイミング補
正が有効であるかの情報を、前記ユーザ装置へ送信するステップ（５４）と、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項２】
　決定された前記タイミング補正が前記上りリンク要素キャリアのいずれに対して有効で
あるかの前記決定は、それぞれの前記上りリンク要素キャリアと関連する下りリンク・タ
イミング・リファレンスに基づく、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記タイミング補正は、前記選択された上りリンク要素キャリアに関連する前記下りリ
ンク・タイミング・リファレンスと揃った、関連する下りリンク・タイミング・リファレ
ンスを有する前記上りリンク要素キャリアに対して有効であると決定される、
　ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項４】
　前記下りリンク・タイミング・リファレンスは、１つの下りリンク要素キャリアの同期
信号又は参照信号である、
　ことを特徴とする請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　前記タイミング補正は、前記選択された上りリンク要素キャリアに関連する前記下りリ
ンク・タイミング・リファレンスに対して定められたオフセットを伴う、関連する下りリ
ンク・タイミング・リファレンスを有する前記上りリンク要素キャリアに対して有効であ
ると決定される、
　ことを特徴とする請求項２に記載の方法。
【請求項６】
　前記下りリンク・タイミング・リファレンスは、異なる複数の下りリンク要素キャリア
上での同期信号又は参照信号である、
　ことを特徴とする請求項３又は５に記載の方法。
【請求項７】
　前記要素キャリアが、複数のキャリアに跨り、異なる下りリンクまたは上りリンク割り
当てを伴う時分割複信キャリアであるときに、前記タイミング補正は前記選択された要素
キャリアに対してのみ有効であると決定する、
　ことを特徴とする請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　いずれの要素キャリアに対して前記タイミング補正が有効であるかの情報は、ＲＲＣシ
グナリングを介して構成される、
　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項９】
　いずれの要素キャリアに対して前記タイミング補正が有効であるかの情報は、ＭＡＣ制
御要素を伴ってシグナリングされる、
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　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１０】
　前記タイミング補正は、タイミング・アドバンス・コマンドにおいて送信される、
　ことを特徴とする請求項１から９のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１１】
　前記タイミング補正と前記上りリンク要素キャリアのいずれに対して前記タイミング補
正が有効であるかの情報の両方を含むメッセージが、ＲＲＣ又はＭＡＣ制御要素を介して
ユーザ装置に送信される、
　ことを特徴とする請求項１から７のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１２】
　前記上りリンク送信タイミングの前記タイミング補正を決定するステップは、到来時間
リファレンスにも基づく、
　ことを特徴とする請求項１から１１のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１３】
　要素キャリアのアグリゲーションを適用する電気通信システムにおける通信のための上
りリンク送信タイミング補正を決定するためのユーザ装置（７００）における方法であっ
て、
　上りリンク要素キャリア上で信号を基地局（６００）へ送信するステップ（５５）と、
　前記上りリンク送信タイミングのタイミング補正と、上りリンク要素キャリアのいずれ
に対して前記タイミング補正が有効であるかの情報を前記基地局から受信するステップ（
５６）と、
　前記タイミング補正が有効である前記要素キャリアの前記上りリンク送信タイミングを
、前記タイミング補正に基づいて調整するステップ（５７）と、
　を有することを特徴とする方法。
【請求項１４】
　いずれの要素キャリアに対して前記タイミング補正が有効であるかの情報は、ＲＲＣシ
グナリングを介して構成される、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　いずれの要素キャリアに対して前記タイミング補正が有効であるかの情報は、ＭＡＣ制
御要素を伴ってシグナリングされる、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１６】
　前記タイミング補正はタイミング・アドバンス・コマンドにおいて受信される、
　ことを特徴とする請求項１３から１５のいずれか１項に記載の方法。
【請求項１７】
　前記タイミング補正と前記上りリンク要素キャリアのいずれに対して前記タイミング補
正が有効であるかの情報の両方を含むメッセージが、基地局から、ＲＲＣ又はＭＡＣ制御
要素を介して受信される、
　ことを特徴とする請求項１３に記載の方法。
【請求項１８】
　要素キャリアのアグリゲーションを適用する電気通信システムにおける通信のための上
りリンク送信タイミング補正を決定する基地局（６００）であって、
　ユーザ装置（７００）から選択された上りリンク要素キャリア上で信号を受信するため
の受信器（６２０）と、
　前記受信信号の到来時間を測定するためのユニット（６３０）と、
　測定された前記到来時間に基づいて、前記上りリンク送信タイミングのタイミング補正
を決定すると共に、前記ユーザ装置により使用される前記上りリンク要素キャリアのいず
れに対して、決定された前記タイミング補正が有効であるかを決定するためのユニット（
６４０）と、
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　前記タイミング補正と前記上りリンク要素キャリアのいずれに対して前記タイミング補
正が有効であるかの情報を、前記ユーザ装置へ送信する送信器（６５０）と、
　を有することを特徴とする基地局。
【請求項１９】
　決定された前記タイミング補正が前記上りリンク要素キャリアのいずれに対して有効で
あるかの前記決定は、それぞれの前記上りリンク要素キャリアと関連する下りリンク・タ
イミング・リファレンスに基づく、
　ことを特徴とする請求項１８に記載の基地局。
【請求項２０】
　前記タイミング補正は、前記選択された上りリンク要素キャリアに関連する前記下りリ
ンク・タイミング・リファレンスと揃った、関連する下りリンク・タイミング・リファレ
ンスを有する前記上りリンク要素キャリアに対して有効であると決定される、
　ことを特徴とする請求項１９に記載の基地局。
【請求項２１】
　前記下りリンク・タイミング・リファレンスは、１つの下りリンク要素キャリアの同期
信号又は参照信号である、
　ことを特徴とする請求項２０に記載の基地局。
【請求項２２】
　前記タイミング補正は、前記選択された上りリンク要素キャリアに関連する前記下りリ
ンク・タイミング・リファレンスに対して定められたオフセットを伴う、関連する下りリ
ンク・タイミング・リファレンスを有する前記上りリンク要素キャリアに対して有効であ
ると決定される、
　ことを特徴とする請求項１９に記載の基地局。
【請求項２３】
　前記下りリンク・タイミング・リファレンスは、異なる複数の下りリンク要素キャリア
上での同期信号又は参照信号である、
　ことを特徴とする請求項２０又は２２に記載の基地局。
【請求項２４】
　前記要素キャリアが、複数のキャリアに跨り、異なる下りリンクまたは上りリンク割り
当てを伴う時分割複信キャリアであるときに、前記タイミング補正は前記選択された要素
キャリアに対してのみ有効であると決定する、
　ことを特徴とする請求項１８に記載の基地局。
【請求項２５】
　いずれの要素キャリアに対して前記タイミング補正が有効であるかの情報は、ＲＲＣシ
グナリングを介して構成される、
　ことを特徴とする請求項１８から２４のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項２６】
　いずれの要素キャリアに対して前記タイミング補正が有効であるかの情報は、ＭＡＣ制
御要素を伴ってシグナリングされる、
　ことを特徴とする請求項１８から２４のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項２７】
　前記タイミング補正は、タイミング・アドバンス・コマンドにおいて送信される、
　ことを特徴とする請求項１８から２６のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項２８】
　前記タイミング補正と前記上りリンク要素キャリアのいずれに対して前記タイミング補
正が有効であるかの情報の両方を含むメッセージが、ＲＲＣ又はＭＡＣ制御要素を介して
ユーザ装置に送信される、
　ことを特徴とする請求項１８から２４のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項２９】
　前記上りリンク送信タイミングの前記タイミング補正は到来時間リファレンスにも基づ
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く、
　ことを特徴とする請求項１８から２８のいずれか１項に記載の基地局。
【請求項３０】
　要素キャリアのアグリゲーションを適用する電気通信システムにおける通信のための上
りリンク送信タイミング補正を決定するユーザ装置（７００）であって、
　上りリンク要素キャリア上で信号を基地局（６００）へ送信する送信器（７２０）と、
　前記上りリンク送信タイミングのタイミング補正と、上りリンク要素キャリアのいずれ
に対して前記タイミング補正が有効であるかの情報を前記基地局から受信する受信器（７
３０）と、
　前記タイミング補正が有効である前記要素キャリアの前記上りリンク送信タイミングを
、前記タイミング補正に基づいて調整するためのユニット（７４０）と、
　を有することを特徴とするユーザ装置。
【請求項３１】
　いずれの要素キャリアに対して前記タイミング補正が有効であるかの情報は、ＲＲＣシ
グナリングを介して構成される、
　ことを特徴とする請求項３０に記載のユーザ装置。
【請求項３２】
　いずれの要素キャリアに対して前記タイミング補正が有効であるかの情報は、ＭＡＣ制
御要素を伴ってシグナリングされる、
　ことを特徴とする請求項３０に記載のユーザ装置。
【請求項３３】
　前記タイミング補正はタイミング・アドバンス・コマンドにおいて受信される、
　ことを特徴とする請求項３０から３２のいずれか１項に記載のユーザ装置。
【請求項３４】
　前記タイミング補正と前記上りリンク要素キャリアのいずれに対して前記タイミング補
正が有効であるかの情報の両方を含むメッセージが、基地局から、ＲＲＣ又はＭＡＣ制御
要素を介して受信される、
　ことを特徴とする請求項３０に記載のユーザ装置。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、電気通信システムにおける装置および方法に関し、特に、要素キャリアのア
グリゲーションが適用される電気通信システムにおける、送信タイミング調整に関する。
【背景技術】
【０００２】
　図１は電気通信ネットワーク１０の部分を示す。無線アクセスネットワーク１０は、（
図では１つのみが示されている）複数の無線基地局１１を含み、複数の無線基地局のそれ
ぞれは、その無線基地局のカバレッジエリアに位置する複数のＵＥ（ユーザ装置）１２と
通信する。基地局１１はさらにコアネットワーク１３と通信する。例えば、ネットワーク
１０が標準化されたＥ－ＵＴＲＡＮ（エボルブドＵＭＴＳ地上無線アクセス網）である場
合、コアネットワーク１３は、それ自身が移動管理エンティティ（ＭＭＥ）、サービング
ゲートウェイ、およびＰＤＮ（パケットデータネットワーク）ゲートウェイを有するエボ
ルブド・パケット・コアを有する。
【０００３】
　Ｅ－ＵＴＲＡＮは現在２０ＭＨｚまでの帯域幅をサポートする。しかしながら、ＬＴＥ
アドバンストのようなこの標準の将来のリリースの要求の１つは、２０ＭＨｚより広い帯
域幅のサポートである。さらなる重要な将来の要求は、先のリリースとの下位互換性を保
証することである。これは、スペクトル互換性をも含む。それは、２０ＭＨｚより広い将
来のリリースのキャリアは、レガシーのＵＥには、いくつかのキャリアとして現れる。そ
のようなキャリアのそれぞれは要素キャリアと呼ばれる。特に、将来のリリースの早期の
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展開に対して、多くのレガシーのＵＥと比べて少数の将来のリリースのＵＥが存在するで
あろうことを予想することができる。したがって、レガシーのＵＥに対しても広いキャリ
アの効率的な利用を、すなわち、レガシーのＵＥが広帯域の将来のリリースのキャリアの
全ての部分でスケジュールされうるキャリアを実装できることを、保証することが必要で
ある。これを得るための単純な方法は、キャリアアグリゲーションを用いることである。
キャリアアグリゲーションは、先のリリースのキャリアと同一の構成を有する又は少なく
とも有する可能性がある、複数の要素キャリアを将来のリリースのＵＥが受信することが
できることを暗示する。
【０００４】
　キャリアアグリゲーションの様々な例を図２ａから２ｃに示す。隣接する帯域内キャリ
アアグリゲーションは図２ａに示されており、そこでは、それぞれが２０ＭＨｚの帯域幅
の５つの要素キャリア２０が１００ＭＨｚの帯域幅を形成するために集められている。図
２ｂは非隣接帯域内キャリアアグリゲーションを示し、そこではそれぞれ２０ＭＨｚ帯域
幅の３つの要素キャリア２０が、６０ＭＨｚの統合された帯域幅を形成するために、共に
集められている。最後に、図２ｃは帯域間キャリアアグリゲーションを示しており、そこ
では、それぞれが２０ＭＨｚの帯域幅の、それぞれ帯域ｘおよび帯域ｙにおける２つの要
素キャリア２０が、４０ＭＨｚの統合された帯域幅を形成するために、共に集められてい
る。
【０００５】
　個別の要素キャリアの帯域幅と同様に、統合される要素キャリアの数も上りリンク（Ｕ
Ｌ）と下りリンク（ＤＬ）とで異なっていてもよい。非対称の構成が要素キャリアの数が
ＤＬとＵＬとで異なる場合に向けられるのに対して、対称的な構成はＤＬとＵＬとで要素
キャリアの数が同一である場合に向けられる。ネットワークにおいて設定される要素キャ
リアの数は、ＵＥにより見られる要素キャリアの数と異なっていてもよいことに留意すべ
きである。ＵＥは、例えば、ネットワークが同数のＵＬおよびＤＬの要素キャリアを含ん
で設定されているにしても、ＵＬ要素キャリアより多くのＤＬ要素キャリアをサポートし
てもよい。
【０００６】
　現在のＥ－ＵＴＲＡＮもＬＴＥアドバンストもＤＦＴＳ－ＯＦＤＭ（離散フーリエ変換
拡散－直交周波数分割多重）を上りリンクの変調のために用いる。ＤＦＴＳ－ＯＦＤＭは
、独特のＦＤＭ（周波数分割多重）であり、異なるユーザは、周波数帯の異なる部分を割
り当てられる。異なるユーザ間の直交性は、様々のユーザのＵＬ信号の時間的に揃った到
来に依存する。現在のＥ－ＵＴＲＡＮとＬＴＥアドバンストにおいては、タイミング調整
の要求を若干緩和するサイクリックプリフィックスが用いられる。したがって、わずかな
サイクリックプリフィックスの範囲内で信号が揃っていれば十分である。ＬＴＥにおける
通常のサイクリックプリフィックスは約５μｓであり、したがって、異なるユーザからの
信号は１μｓのあたりの範囲内で揃えられるべきである。
【０００７】
　ＵＥはそのＤＬタイミングをｅＮｏｄｅＢ、すなわちＥ－ＵＴＲＡＮの無線基地局から
送信されたＤＬ信号に同期させる。この目的で使用される信号は同期信号及び参照信号を
含む。下りリンク同期が確立された後、ＵＥは、ＵＥからｅＮｏｄｅＢへ、ＤＬタイミン
グに関連する明確なオフセットにおいて、ＵＬにおける信号の送信を開始することができ
る。しかしながら、複数のＵＥ間でＵＥ－ｅＮｏｄｅＢ間の距離が変動することに起因し
て、それぞれのＵＥにおけるＵＥに特有のＤＬタイミングを生成する同期信号が異なる時
刻でＵＥに到来する。これは、ＵＥ間で送信時刻が異なるという結果となる。ｅＮｏｄｅ
Ｂに近いＵＥは早期に同期信号を受信し、したがって早期に送信も開始し、さらに、その
それぞれのＵＬ信号はｅＮｏｄｅＢに到来するために短い伝播時間のみを要する。ｅＮｏ
ｄｅＢから遠く離れたＵＥはより遅く送信を開始し、そのＵＬ信号はまた、ＵＥへの距離
を通過するためにより多くの時間を要し、ｅＮｏｄｅＢへの信号到来時間がより遅いとい
う結果となる。２つのＵＥからの信号が到来する時間差は、これらの２つのＵＥ間のラウ
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ンド・トリップ・タイムの違いである。ラウンド・トリップ・タイムは、（ＵＥにおいて
ゼロ処理遅延を仮定して）信号がｅＮｏｄｅＢ－ＵＥおよびその逆の距離を通過するのに
必要な時間分として定義され、ｅＮｏｄｅＢ－ＵＥの距離を光の速度で割ったものの２倍
として計算される。
【０００８】
　様々なＵＥからのＵＬ信号の到来時間をそろえるために、ｅＮｏｄｅＢは、所望の到来
時間リファレンスと関連して様々な信号の到来時間を測定し、ＵＥにどの程度そのＵＬ送
信タイミングを（そのＵＥに特有のＤＬタイミング又は現在のＵＬの送信時間と関連して
）早める／遅延させる必要があるかを通知する。この処理は、タイムアライメント手順と
呼ばれ、要求される補正についてＵＥに通知するのに用いられるコマンドはタイミング・
アドバンス・コマンドと呼ばれる。
【０００９】
　完全に非同期のＵＬタイミングを備えるＵＥの場合、ＵＥは通常のＵＬ信号ではなく、
ランダムアクセス信号を送信する。この信号は非同期ＵＥ専用に設計されている。ｅＮｏ
ｄｅＢがＵＬ送信タイミングの要求される補正を決定した後、ｅＮｏｄｅＢは対応するタ
イミング・アドバンス・コマンドをＵＥへ送信し、それに応じてＵＥはそのＵＬタイミン
グを補正する。その後、ＵＥは直ちに、到来タイミングが揃えられたことを前提とする通
常のＵＬ信号の送信を開始する。ｅＮｏｄｅＢは継続的にＵＬ信号の到来タイミングを観
測し、有効なＵＬタイミングを維持するためにタイミング・アドバンス・コマンドを送信
する。ＵＥが長い間ＵＬでアクティブでない場合、又は別の理由でＵＬ同期を外した場合
、有効なＵＬタイミングを再度確立するために、新しいランダムアクセスを実行すること
が必要となる。
【００１０】
　ＵＬキャリアアグリゲーションの場合、要素キャリアの範囲内の、および／または隣接
する要素キャリアにわたる、全てのＵＬ信号は、直交性を保つために、タイミングが揃え
られている必要がある。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【００１１】
　したがって、本発明の目的は、要素キャリアのアグリゲーションが適用される電気通信
システムにおいて、送信タイミング調整のためのソリューションを提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１２】
　上述の目的は、独立請求項による方法及び装置を用いて、そして従属請求項による実施
形態により達成される。
【００１３】
　本発明の第１の態様によれば、基地局（６００）における、電気通信システムでの通信
のための上りリンク送信タイミング補正を決定するための方法が提供される。電気通信シ
ステムにおいて、要素キャリアのアグリゲーションが適用される。方法は、選択された上
りリンクの要素キャリアにおいてユーザ装置から信号を受信することを含む。受信信号の
到来時間が測定され、測定された到来時間に基づく上りリンク送信タイミングのタイミン
グ補正が決定される。さらに、方法は、ユーザ装置により使用される上りリンク要素キャ
リアのいずれに対して、決定されたタイミング補正が有効であるかを判定するステップを
含む。さらに、方法は、タイミング補正といずれの上りリンク要素キャリアに対してその
タイミング補正が有効であるかの情報をユーザ装置へ送信するステップを含む。
【００１４】
　本発明の第２の態様によれば、ユーザ装置における、電気通信システムでの通信のため
の上りリンク送信タイミング補正を決定する方法が提供される。電気通信システムにおい
て、要素キャリアのアグリゲーションが適用される。方法は、上りリンク要素キャリアで
基地局へ信号を送信するステップを含む。さらに、上りリンク送信タイミングのタイミン
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グ補正およびいずれの上りリンク要素キャリアに対してタイミング補正が有効であるかの
情報を基地局から受信する。その後すぐに、ユーザ装置における方法は、タイミング補正
に基づいて、タイミング補正が有効な要素キャリアの上りリンク送信タイミングを調整す
る。
【００１５】
　本発明の第３の態様によれば、電気通信システムでの通信のための上りリンク送信タイ
ミング補正を決定する基地局が提供される。電気通信システムにおいて、要素キャリアの
アグリゲーションが適用される。基地局は、選択された上りリンクの要素キャリアにおい
てユーザ装置から信号を受信するための受信器と、受信信号の到来時間を測定するための
ユニットとを有する。基地局は、さらに、測定された到来時間に基づく上りリンク送信タ
イミングのタイミング補正を決定するため、そして、ユーザ装置により使用される上りリ
ンク要素キャリアのいずれに対して、決定されたタイミング補正が有効であるかを判定す
るためのユニットを含む。さらに、基地局には、タイミング補正といずれの上りリンク要
素キャリアに対してそのタイミング補正が有効であるかの情報をユーザ装置へ送信するた
めの送信器が備えられる。
【００１６】
　本発明の第４の態様によれば、電気通信システムでの通信のための上りリンク送信タイ
ミング補正を決定するためのユーザ装置が提供される。電気通信システムにおいて、要素
キャリアのアグリゲーションが適用される。ユーザ装置は、上りリンク要素キャリアで基
地局へ信号を送信するための送信機を有する。さらに、ユーザ装置は、上りリンク送信タ
イミングのタイミング補正およびいずれの上りリンク要素キャリアに対してタイミング補
正が有効であるかの情報を基地局から受信するための受信器を含む。さらに、ユーザ装置
には、タイミング補正に基づいて、タイミング補正が有効な要素キャリアの上りリンク送
信タイミングを調整するためのユニットが備えられる。
【００１７】
　本発明の実施形態の利点は、極力、全ての要素キャリアに対してただ１つのタイミング
補正、例えば、単一のＵＬタイミング・アドバンス・コマンドを用いることの可能性があ
ることであり、そして、要求された場合のみ、もとの各要素キャリアに対するタイミング
補正、例えば、多数のＵＬタイミング・アドバンス・コマンドに戻ることである。
【００１８】
　本発明の実施形態のもう１つの利点は、電気通信システムにおける信号のオーバーヘッ
ドを削減することである。
【００１９】
　本発明の実施形態のまたもう１つの利点は、単一のタイミング補正、例えば１つの共通
のタイミング・アドバンス・コマンドがいくつかの要素キャリアで用いられるときに、ユ
ーザ装置の処理の複雑性が削減されることである。
【００２０】
　添付の図面と併せて以下の説明を読むとき、本発明の実施形態のさらなる利点および特
徴は明らかとなるだろう。
【００２１】
　より良い理解のために、以下の図面および本発明の好適な実施形態に言及する。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】本発明の実施形態が実装されうる電気通信システムの概略図。
【図２ａ】キャリアアグリゲーションの様々な例を示す図。
【図２ｂ】キャリアアグリゲーションの様々な例を示す図。
【図２ｃ】キャリアアグリゲーションの様々な例を示す図。
【図３】ＤＬタイミングリファレンスが互いに関連する場合の本発明の実施形態を示す概
略ブロック図。
【図４】ＤＬタイミングリファレンスが互いに関連しない場合の本発明の実施形態を示す
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概略ブロック図。
【図５ａ】基地局及びユーザ装置でそれぞれ実行される、本発明の実施形態に係る方法の
フローチャート。
【図５ｂ】基地局及びユーザ装置でそれぞれ実行される、本発明の実施形態に係る方法の
フローチャート。
【図６】本発明の実施形態に係る基地局を示す概略ブロック図。
【図７】本発明の実施形態に係るユーザ装置を示す概略ブロック図。
【発明を実施するための形態】
【００２３】
　以下の説明では、説明の目的であり限定の目的でなく、本発明の完全な理解を助けるた
め、具体的なステップの系列、シグナリングプロトコル、および装置構成のような特定の
詳細を説明する。本発明がこれらの詳細から離れた別の実施形態で実施されてもよいこと
は、当業者にとって明らかであろう。図面においては、同様の参照記号で同様の構成要素
を参照する。
【００２４】
　さらに、当業者は、プログラムされたマイクロプロセッサ又は汎用コンピュータと併せ
て機能するソフトウェアを用いて、および／または特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を
用いて、ここで以下説明される手段及び機能が実装されてもよいことを理解するであろう
。また、最初に最新の発明が方法及び装置の形式で説明されるところ、本発明はコンピュ
ータプロセッサとそのプロセッサに接続される、ここで開示される機能を実行してもよい
１つ以上のプログラムで符号化されたメモリとを含むシステムと同様、コンピュータプロ
グラム製品に実装されてもよいことも理解されるであろう。
【００２５】
　本発明は、ここでは特定の例示のシナリオへの参照を通じて説明される。特に、本発明
の実施形態は、非制限的な一般的な背景としてＥ－ＵＴＲＡＮと関連して説明される。し
かしながら、本発明とその好適な実施形態は、また、要素キャリアのアグリゲーションが
適用される他種の無線アクセスネットワークに適用されてもよいことに留意すべきである
。
【００２６】
　ＵＬ要素キャリアのアグリゲーションが適用される電気通信システムにおいて、要素キ
ャリアの範囲内および／または隣接する要素キャリアにわたる全てのＵＬ信号は、直交性
を保つために時間的に揃っている必要がある。
【００２７】
　２以上のＵＬ要素キャリアの基地局における到来時間は、各ＵＬ信号が経た伝搬遅延と
同様に、それぞれの個別のＵＬキャリアの送信タイミングにより影響を受ける。しかしな
がら、ほとんどの場合において、ＵＬ要素キャリアの到来時間は主に送信タイミングによ
り定まる。
【００２８】
　本発明の基本的なコンセプトによれば、基地局はＵＬ要素キャリアでユーザ装置から信
号を受信し、その信号の到来時間を測定する。その信号の到来時間に基づいて、ＵＬ送信
タイミングのタイミング補正が決定される。それに関して、基地局は、ユーザ装置により
使用されている上りリンク要素キャリアのいずれに対して、そのタイミング補正が有効で
あるかを決定する。タイミング補正と有効性情報はユーザ装置へ送信される。ユーザ装置
は、タイミング補正が有効である各ＵＬ要素キャリアに対するＵＬ送信タイミングを調整
する。
【００２９】
　いずれのＵＬ要素キャリアに対してタイミング補正が有効であるかの情報を運ぶメッセ
ージは、独立したメッセージとすることもできるし、タイミング補正と共に送信すること
もできる。有効性情報の独立したシグナリングは、例えば、ＲＲＣ（無線リソース制御）
シグナリング又はＭＡＣ（媒体アクセス制御）制御要素を介して信号伝達されることがで
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きる。タイミング補正と有効性情報との両方を運ぶ組み合わせられたメッセージは、典型
的には、ＭＡＣ制御要素としてシグナリングされるが、他のシグナリング手法も同様に実
行可能である。本発明の１つの実施形態では、タイミング補正は、ユーザ装置へ、タイミ
ング・アドバンス・コマンドで送信される。
【００３０】
　本発明の１つの実施形態では、１つのユーザ装置により使用される複数のＵＬ要素キャ
リアは、１つの共通のＤＬタイミングリファレンスに関連し、－ひいては、同一のＵＬ送
信タイミングを有すべきであり－、同一のＵＬ受信タイミングを有すべきであり、その１
つのユーザ装置により使用される全てのＵＬ要素キャリアに対して１つのタイミング・ア
ドバンス・コマンドで足りる。それらが様々な－しかし互いに明確な－複数のＤＬタイミ
ングリファレンスを用いる場合にも、同一のことが適用される。ＵＬ送信タイミングは、
ひいてはＵＬ受信タイミングも、ＤＬタイミングリファレンスと同一の、お互いの関係を
有するであろう。図３は、第１のＤＬ要素キャリア３１と第２のＤＬ要素キャリア３２、
および第１のＵＬ要素キャリア３３と第２のＵＬ要素キャリア３４を有して構成されるユ
ーザ装置３０を示している。第１及び第２のＵＬ要素キャリア３３、３４は、そのＵＬ送
信タイミングを第１のＤＬ要素キャリア３１から得る。したがって、１つのタイミング・
アドバンス・コマンドＴＡのみが要求される。
【００３１】
　共通のＤＬタイミングリファレンスは、例えば、同期信号又は１つのＤＬ要素キャリア
の参照信号であり得る。共通ＤＬタイミングリファレンスのもう１つの例は、もしそれら
が同期しているならば、様々な要素キャリア上での同期信号であり得る。同一でないが、
どうにかして互いに明確な関係を共有する複数のＤＬタイミングリファレンスは、送信タ
イミングが同一でないが互いに対して明確に定められたオフセットを有する、複数のＤＬ
要素キャリア上での複数の同期信号であってもよい。
【００３２】
　本発明のもう１つの実施形態では、ＤＬタイミングリファレンスが互いに関連しない。
図４は、第１のＤＬ要素キャリア４１と第２のＤＬ要素キャリア４２と第３のＤＬ要素キ
ャリア４３とを有して構成されるユーザ装置４０を示している。さらに、第１のＵＬ要素
キャリア４４と第２のＵＬ要素キャリア４５とを有して構成される。第１のＤＬ要素キャ
リア４１のＤＬタイミングリファレンスは第３のＤＬ要素キャリア４３のＤＬタイミング
リファレンスと関連しない。両ＵＬ要素キャリアに対して明確に規定されたＵＬ受信タイ
ミングを保証するため、それぞれのＵＬ要素キャリアのための個別のＵＬタイミング・ア
ドバンス・コマンドが要求される。このように、第１のＵＬ要素キャリア４４は、そのＵ
Ｌ送信タイミングを第１のＤＬ要素キャリア４１から得ると共に、第２のＵＬ要素キャリ
ア４５は、そのＵＬ送信タイミングを第３のＤＬ要素キャリア４３から得る。このように
、ユーザ装置は、第１のタイミング・アドバンス・コマンドＴＡ1と第２のタイミング・
アドバンス・コマンドＴＡ2とを受信する。
【００３３】
　各ＵＬ要素キャリアに対するＵＬタイミング・アドバンス・コマンドが用いられるべき
例は、キャリアを跨る様々のＤＬおよびＵＬ割り当てを伴う複数の時分割複信（ＴＤＤ）
要素キャリアのアグリゲーションを伴う場合である。ＴＤＤのＤＬ送信は、典型的には、
干渉を軽減するために隣接するＴＤＤのＤＬ送信とタイミングが揃えられるため、ＴＤＤ
要素キャリアのそれぞれがそのＤＬタイミングリファレンスを個別に設定できる必要があ
る。考えられる様々なＤＬおよびＵＬ割り当てに起因して、個別のＵＬ受信タイミングは
個別のＵＬタイミング・アドバンス・コマンドを必須にすることが要求される。
【００３４】
　以下では、上述の実施形態について、図５ａ、５ｂ、６、および７を参照して、さらに
説明する。
【００３５】
　図５ａは、基地局（ＢＳ）において、本発明の電気通信システムでの通信のための上り
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リンク送信タイミング補正を決定するための方法のフローチャートである。要素キャリア
のアグリゲーションが電気通信システムにおいて適用される。ステップ５０では、基地局
は、いくつかの統合された要素キャリアの選択された上りリンク要素キャリアにおいて、
ユーザ装置から信号を受信する。次に、基地局は、ステップ５１において、受信信号の到
来時間を測定する。それに関して、ステップ５２では、基地局は上りリンク送信のタイミ
ング補正、すなわち、ＵＥからの上りリンクで適用されるべきタイミング補正を、測定さ
れた到来時間に基づいて決定する。次のステップ５３では、タイミング補正の有効性が決
定される。すなわち、ユーザ装置により使用される上りリンク要素キャリアのいずれに対
して、決定されたタイミング補正が有効であるかを決定する。１つの実施形態では、言及
された決定は、ユーザ装置により使用される上りリンク要素キャリアのそれぞれに関連す
る下りリンクのタイミングリファレンスに基づく。
【００３６】
　ステップ５４では、タイミング補正と上りリンク要素キャリアのいずれに対してタイミ
ング補正が有効であるかの情報がユーザ装置へ送信される。これは、異なる方法により実
行されてもよい。いずれのＵＬ要素キャリアに対してタイミング補正が有効であるかの情
報を運ぶメッセージは独立したメッセージであり得るし、タイミング補正と共に送信する
こともできる。いずれの要素キャリアに対してタイミング補正が有効であるかの情報の独
立したシグナリングは、ＲＲＣシグナリング又はＭＡＣ制御要素と共に行われ得る。タイ
ミング補正と有効性情報の両方を運ぶ組み合わせられたメッセージは、典型的にはＭＡＣ
制御要素としてシグナリングされるが、他のシグナリング手法も同様に可能である。本発
明の１つの実施形態では、タイミング補正はタイミング・アドバンス・コマンドでユーザ
装置へ送信される。
【００３７】
　１つの実施形態では、タイミング補正は、選択された上りリンク要素キャリアと関連す
る下りリンクのタイミングリファレンスと揃えられた、関連下りリンク・タイミング・リ
ファレンスを有する統合された要素キャリアの上りリンク要素キャリアに対して、有効と
決定されうる。そのような場合、下りリンクのタイミングリファレンスは、同期信号また
はユーザ装置により使用される下りリンク要素キャリアの１つの参照信号でありうる。
【００３８】
　要素キャリアと関連する下りリンクのタイミングリファレンスが、選択された要素キャ
リアと関連する下りリンクのタイミングリファレンスと同一ではないが、明確な関係を有
するもう１つの実施形態では、タイミング補正は、上述の上りリンク要素キャリアに対し
て有効であると判定されうる。すなわち、タイミング補正は、ステップ５０でユーザ装置
から信号を受信した選択された上りリンク要素キャリアと関連する、下りリンク・タイミ
ング・リファレンスに対して定められたオフセットに関連する下りリンク・タイミング・
リファレンスを有する全ての上りリンク要素キャリアに対して有効と判定される。この場
合、下りリンクのタイミングリファレンスは、同期信号又は様々な下り要素キャリアの参
照信号であり得る。
【００３９】
　有効性情報、すなわち、タイミング補正の有効性は、本発明の１つの実施形態では、基
地局のセットアップの間に決定され、ＵＬ要素キャリアが加えられるときにＵＥへ送信さ
れることが指摘されるべきである。このように、有効性情報は、タイミング補正がＵＥへ
送信される前に、また、タイミング補正より低い頻度で送信されてもよい。
【００４０】
　本発明の好ましい実施形態では、基地局はＵＥから受信した信号の到来時間を測定し、
観測された時間を観測時間リファレンスと関連付ける。観測時間リファレンスは、基地局
がＵＥから信号を受信することを望む到来時間であり得る。このように、基地局により決
定されるタイミング補正は、受信信号の測定到来時間と到来時間リファレンスとに基づい
てもよい。
【００４１】
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　図５ｂは、ユーザ装置において、本発明の電気通信システムでの通信のための上りリン
ク送信タイミング補正を決定するための方法のフローチャートである。要素キャリアのア
グリゲーションが、電気通信システムにおいて適用される。ステップ５５では、ユーザ装
置は、いくつかの統合された要素キャリアの選択された上りリンク要素キャリアで基地局
へ信号を送信する。その後すぐに、ステップ５６において、ユーザ装置は、基地局から上
りリンク送信タイミングのタイミング補正と、いずれの上りリンク要素キャリアに対して
そのタイミング補正が有効であるかの情報とを受信する。先に言及したように、このステ
ップは、異なる方法で実行されてもよい。いずれのＵＬ要素キャリアに対してタイミング
補正が有効であるかの情報を運ぶメッセージは、独立したメッセージであり得るし、タイ
ミング補正と共に受信されることもできる。いずれの要素キャリアに対してタイミング補
正が有効であるかの情報の独立したシグナリングは、ＲＲＣシグナリングで、又はＭＡＣ
制御要素でなされてもよい。タイミング補正と有効性情報との両方を運ぶ組み合わせられ
たメッセージは、典型的には、ＭＡＣ制御要素として受信されるが、他のシグナリング手
法も同様に可能である。１つの実施形態において、タイミング補正はタイミング・アドバ
ンス・コマンドでユーザ装置により受信される。
【００４２】
　要素キャリアが、複数のキャリアにわたる様々な下りリンクまたは上りリンクの割り当
てを伴う時分割複信キャリアであるときのもう１つの実施形態では、タイミング補正は、
選択された要素キャリアに対してのみ有効と判定される。
【００４３】
　図６に概略的に図示されると共に、上述の実施形態によれば、基地局６００は、選択さ
れた上りリンク要素キャリアでユーザ装置から信号を受信する受信器６２０と、受信信号
の到来時間を測定するユニット６３０とを備える。基地局６００は、さらに、測定された
到来時間に基づいて上りリンク送信タイミングのタイミング補正を決定し、ユーザ装置に
より使用される上りリンク要素キャリアのいずれに対して決定されたタイミング補正が有
効であるかを決定する、少なくとも１つのユニット６４０を備える。最後に、基地局には
、タイミング補正と、いずれの上りリンク要素キャリアに対してそのタイミング補正が有
効であるかの情報を、ユーザ装置へ送信するための送信器６５０が備えられる。
【００４４】
　図７に概略的に図示されると共に、上述の実施形態によれば、ユーザ装置７００は、選
択された上りリンク要素キャリアで基地局へ信号を送信する送信器７２０と、上りリンク
送信タイミングのタイミング補正といずれの上りリンク要素キャリアに対してそのタイミ
ング補正が有効であるかの情報を、基地局から受信する受信器７３０とを備える。ユーザ
装置７００は、さらに、そのタイミング補正に基づいて、そのタイミング補正が有効な要
素キャリアの上りリンク送信タイミングを調整するユニット７４０を含む。
【００４５】
　図６および７にそれぞれ図示される複数のユニットは、単一のユニットとして実装され
てもよいし、いくつかのユニットに分割されてもよい。ユニットは、プログラムされたマ
イクロプロセッサ又は汎用コンピュータと共に機能するソフトウェアを用いる、および／
または特定用途向け集積回路（ＡＳＩＣ）を用いる、処理回路６１０、７１０のような物
理又は論理エンティティにより実装されてもよい。
【００４６】
　本発明は、上述の好ましい実施形態に限定されない。様々な選択肢、変更、等価物を用
いてもよい。したがって、上の実施形態は、添付の請求項により定められる本発明の範囲
を限定するものと考えられるべきではない。



(13) JP 2012-531807 A 2012.12.10

【図１】

【図２ａ】

【図２ｂ】

【図２ｃ】

【図３】 【図４】



(14) JP 2012-531807 A 2012.12.10

【図５ａ】 【図５ｂ】

【図６】

【図７】



(15) JP 2012-531807 A 2012.12.10

10

20

30

40

【国際調査報告】



(16) JP 2012-531807 A 2012.12.10

10

20

30

40



(17) JP 2012-531807 A 2012.12.10

10

20

30

40



(18) JP 2012-531807 A 2012.12.10

10

フロントページの続き

(81)指定国　　　　  AP(BW,GH,GM,KE,LR,LS,MW,MZ,NA,SD,SL,SZ,TZ,UG,ZM,ZW),EA(AM,AZ,BY,KG,KZ,MD,RU,TJ,T
M),EP(AL,AT,BE,BG,CH,CY,CZ,DE,DK,EE,ES,FI,FR,GB,GR,HR,HU,IE,IS,IT,LT,LU,LV,MC,MK,MT,NL,NO,PL,PT,RO,S
E,SI,SK,SM,TR),OA(BF,BJ,CF,CG,CI,CM,GA,GN,GQ,GW,ML,MR,NE,SN,TD,TG),AE,AG,AL,AM,AO,AT,AU,AZ,BA,BB,BG,
BH,BR,BW,BY,BZ,CA,CH,CL,CN,CO,CR,CU,CZ,DE,DK,DM,DO,DZ,EC,EE,EG,ES,FI,GB,GD,GE,GH,GM,GT,HN,HR,HU,ID,I
L,IN,IS,JP,KE,KG,KM,KN,KP,KR,KZ,LA,LC,LK,LR,LS,LT,LU,LY,MA,MD,ME,MG,MK,MN,MW,MX,MY,MZ,NA,NG,NI,NO,NZ
,OM,PE,PG,PH,PL,PT,RO,RS,RU,SC,SD,SE,SG,SK,SL,SM,ST,SV,SY,TH,TJ,TM,TN,TR,TT,TZ,UA,UG,US,UZ,VC,VN,ZA,
ZM,ZW

(72)発明者  バルデメア，　ロベルト
            スウェーデン国　ソルナ　エス－１７１　７０，　エングケルスガタン　３
(72)発明者  アステリー，　ディビッド
            スウェーデン国　ブロンマ　エス－１６８　５６，　ストバエウスヴェーゲン　２２
(72)発明者  ダールマン，　エリク
            スウェーデン国　ブロンマ　エス－１６８　６８，　タックイェルンスヴェーゲン　１２
(72)発明者  ヤディン，　イルヴァ
            スウェーデン国　ストックホルム　エス－１１３　２６，　ヴェストマンナガタン　８１　ビー
Ｆターム(参考) 5K067 AA13  CC02  DD34  EE02  EE10  JJ21 


	biblio-graphic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	search-report
	overflow

